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週数との関係を検討した。対象症例は750人 、ア トピー性皮膚炎の罹患率は28.6%で あった。誕生月との関連では、有意
差は認められなかったものの従来の報告と同様、夏に比較して冬に生まれた生徒に多い傾向が見 られた。出生時体重との














因(遺 伝要因)の 相互作用が重要な役割を果た している
と考えられている。その一つとして誕生季節という環境 ∬.対 象および方法
要因がアレルギー疾患発生に関わっているといういくっ
かの報告がみられているz)-s)。また、出生時体重や頭E 2001年6月 の時点で河内長野市立A小 学校に通う全
といった出生時の生体要因とアレルギー疾患発生率の関
学年の生徒929人 を対象とし、アンケー ト調査を行っ














アンケー ト回収率 は80.7%(750人)で 、 うち
男子が52.2%、 女子 が47.8%で あった。学年別ア ン















は見 られなかった。1～3月 、4～6月 、7～9月 、
10～12月 分類 して検討 したところ、有意な変動は
見 られなかったが、夏季に比べ冬季に生まれた生徒
に多い傾向が見られた。なお、一般には3～5月 、





































4、 出生体重、在胎週数との関連(表2、 図2、 表3、 図3) 在胎週数別ア トピー性皮膚炎罹患者人数を表3
出生体重別ア トピー性皮膚炎の罹患者人数を表2 に、罹患率を図3に 示す。40～41週 で生まれた生
に、罹患率を図2に 示す。2500～3000gで 生まれ 徒の罹患率が最も低 く、それより早く生まれるほど、




出生体重 20009未 満2000～25009 2500^-30008 3000^-3500g3500～4000g 4000g以 上不明 合計
人数(有症者) 2 7 32 53 14 10 109 
人数(既往者) 2 12 31 41 16 30 105
合計 4 19 63 94 30 40 214
全数 8 58 232 338 103 1021751














全数 19 44 312 287 49,391750


































































































の体重 ・身長 ・頭囲、在胎週数とは関連が見 られなかっ
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Relationship between season of birth, 
perinatal factors and the prevalence rate of atopic dermatitis 
Hashizume, J.,Ogino, S. 
ABSTRACT 
It has been suggested that the season of birth and perinatal factors are related With allergic sensitization. The 
aim of this study is to determine whether the prevalence rate of atopic  dermatitis(AD) associated with the season 
of birth, birth weight and gestational age. Seventy hundred and fifty subjects answered the questionnaire. 
The prevalence rate of AD was higher in children born in winter than summer, and was lowest in children with 
birth weight of 2500g-3000g. Children with gestational age of 40-41weeks had lowest prevalence rate of AD. 
It is concluded that the lowest risk of AD is in a child who born on the day near his expected date of confine­
ment, and around average weight of Japan. Prevention of premature delivery and the weight control may re­
duce the risk of AD. 
Key words;atopic dermatitis,season of birth,birth weight,gestational age. 
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